
歴史文化基本構想

保存活用のための取り組み

尾道市【広島県】

■策定年月：平成23年3月■人口：138,396人■面積：285㎢
■担当課：尾道市企画財政部文化振興課（平成30年3月現在）

「尾道市歴史文化基本構想」の策定において、６つの関連文化財群と６つの歴史文化保存活用区域を設定
し、また、歴史的風致維持向上計画の策定、尾道市民遺産登録制度の創設を提示した。関連文化財群のス
トーリーは、３つの日本遺産に反映している。一方、 構想と並行して策定した「尾道市文化財保存活用計
画」は、浄土寺や常称寺の建造物の保存修理、文化財調査、文化財愛護少年団、埋蔵文化財の活用、文化
財めぐりなど、３０の事業を実施する計画となっている。

港町の多彩な文化と景観、水軍や海運の海道文化、街道と宿場町、
港町や農山漁村の集落と民俗芸能、尾道の生活文化

・関連部局、機関等との連携によるまちづくり
・民俗芸能等を支える担い手の確保、育成
・文化財や町の魅力を分かりやすく伝える
・市民協働の文化財の保存活用

・関連文化財群を支える体制づくりと情報の
受発信

・民俗芸能やイベント等のネットワーク的な
開催

・つながりを持った文化財の保存・活用
・テーマ等を通じた広域的な連携の検討

文化財調査・研究事業

保存活用計画に基づき、重要文化財等保存修理事
業に位置づけられる重要文化財常称寺建造物（本
堂・観音堂等）の解体修理工事を実施している。

重要文化財常称寺建造物保存修
理事業

日本遺産魅力発信推進事業

市内の文化財の計画的・継続的な調査・研究を行
う。調査成果のデータベース化等を行い、公開活
用を進めている。現在は、調査・研究事業を尾道
市史編さん事業とも連携させ、成果物としての
『新尾道市史』の刊行を進めて
いる。

関連文化財群のストーリーを基に日本遺産「箱庭
的都市尾道」「村上海賊」「北前船」の認定を受
け、これらに関する国内外への情報発信、人材育
成、普及啓発、調査研究、活用整備事業を実施し
ている。

保存活用計画に基づき、重要文化財建造物防災設
備整備事業に位置付けられる国宝重要文化財の浄
土寺建造物（本堂、多宝塔等）の防災・防犯設備
の整備を実施した。また、整備した防災設備を活
用した文化財防災啓発として、
防災訓練を実施している。

重要文化財浄土寺防災設備整備
事業



策定後の成果（見込まれる効果）

関連文化財群

尾道市の文化財の特性として、港町・
海・街道・近代化遺産・民俗芸能・生活
文化の６つを抽出し、それらを関連文化
財群の大テーマとして設定した。その関
連文化財群の中に、複数の小関連文化財
群を設定し、それらをまとめる全体テー
マとして、「時間と空間が織りなす文化
の重層・結節 時のミュージアム・尾
道」として、尾道の歴史文化の重層性を
表現した。

❶港町の多彩な文化と景観
港町尾道の中世、近世、近代の重層性
と商人文化、文学・映画のまち
❷水軍や海運の海道文化と遺産
村上水軍や北前船の文化と海の道
❸街道と宿場町 交易・交流の遺産
銀山街道と西国街道
❹港町や農山漁村の集落と民俗芸能
❺地域に息づく近代化遺産
❻尾道の生活文化

関連文化財群の「港町の
多彩な文化と景観」を基
にしたストーリーが、平
成27年度に日本遺産「尾
道水道が紡いだ中世から
の箱庭的都市」として認
定された。日本遺産構成
文化財は、歴史文化保存
活用区域から抽出してい
る。日本遺産認定により、
文化財保存活用計画で提
示している様々な事業が
円滑に実施できている。
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関連文化財群の「水軍と
海運の海道文化と遺産」
を基としたストーリーが、
平成28年度に日本遺産
「“日本最大の海賊”の本
拠地：芸予諸島‐よみがえ
る村上海賊の記憶」とし
て、今治市とともに認定
された。日本遺産構成文
化財は、歴史文化保存活
用区域から抽出している。
日本遺産認定により、文
化財保存活用計画で提示
している様々な事業が円
滑に実施できている。

歴史文化基本構想で提示
している文化財とその周
辺の環境整備を具体化し、
平成23年度に尾道市歴史
的風致維持向上計画を作
成し、平成24年度に認定
された。都市整備部局、
観光部局と連携して、国
際観光についても事業に
取り組んでいる。多言語
音声設備や多言語対応の
総合案内板、文化財のラ
イトアップ設備整備等、
国内外からの来訪者に対
応できる体制を整えてい
る。


